
『ちょっと今から仕事やめてくる』  北川 恵海 著    

メディアワークス文庫

 

 ブラック企業にこき使われ、無意識に線路に飛び込もうとした隆を

助けてくれたのは、元同級生、ヤマモト。彼のアドバイスにより少しず

つ前向きになり始めた隆だが、彼は本物の同級生ではなかった。ヤマモ

トの名前を検索して出てきたのは、３年前に激務で自殺した男のニュ

ースで——。ラストはかなりスカッとできてちょっと明日が前向きに

なる、優しい物語。 

図書だより 

 
 

散れば咲き散れば咲きして百日紅          ・・・ 千代女 

期末試験も終わり、夏休みは目前に迫っています。勉強や部活動に没頭し、より濃い時間をすご

すためにも計画を立て実行しましょう。その計画に、読書や興味ある分野について深く知る時間

を入れ、単調なスケジュールに変化を持たせてはいかがでしょう。そのために、図書委員がいくつ

かお薦めします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川県立金沢桜丘高等学校

図書委員会広報係①作成 
２０１６．７．１４発行 

◎6月 14 日、東急スクエアのうつのみや香林坊店で、図書選定会がありまし

た。参加人数は１１人くらいでした。～桜丘高の図書館で、多くの生徒が利

用することを意識して選定するように～と司書さんのアドバイスもあり、普

段から学校の図書館にあればいいのに、と思っていたものや、それぞれが気

になった本を手にとって選んできました。 

◎選定会に参加して、皆それぞれ、色んな興味があ

るのだなと思いました。選ばれた本には、小説、美術の本、数学の本、心 

理学の本など、本当に様々なジャンルがありました。 

◎選定会は初めてでしたが、文化教室のあとというタイミングだったので、

「楽しそう！」と思い参加しました。たくさんの本の中から、選定するのは

ちょっとプレッシャーも感じましたが、大人目線で探したりしました。み

んなが利用してくれれば嬉しいです。 

『星の巡礼』   パウロ・コエーリョ 著  

山川紘矢・亜希子 訳 角川文庫

 

この本では、試験に失敗し、奇跡の剣を手にすることがで

きなかった一人の男性、パウロの物語が描かれています。パ

ウロは「星の道」という巡礼路を旅するのですが、まるで私

も共にその巡礼路を歩いているような気持ちになりまし

た。疲れてしまったり、何もかもがうまく行かなくて落ち込

んだりした時に読むと、とても勇気をもらえると思います。

『ミッキーマウスの憂鬱』    

松岡 圭祐 著  新潮文庫

 

 私が薦めるこの本は、主人公が私達の大好きな夢の

国である「ディズニーランド」でアルバイトをしてい

るという話が描かれています。テーマパークを訪れて

くるゲストを楽しませている技術の裏には見えない努

力、現実の厳しさなどが伝わってくる作品です。しか

しその現実を生きる私達に勇気を与えてくれるような

話なので、ぜひ読んで見てください。 

『そして、君のいない九月がくる』              

天沢 夏月 著  メディアワークス文庫 

 

 高２の夏、恵太が死んだ。呆然としたまま夏休みを送っていた仲良し

グループ美穂、大輝、舜、莉乃の前に現れたのは、なんと恵太のドッペ

ルゲンガー。恵太に瓜二つなその少年は、彼らに「頼み」があると言う。

それぞれの思いを抱えながら、四人は恵太が死んだ烏蝶山まで旅に出る

ことになるのだが…･･･。彼への嘘や嫉妬、後悔に恋心。恵太が死んだ真

実とは。高校生たちの一夏の冒険。隠された思いを巡る青春ミステリ。 

『世界堂書店』      米澤 穂信 編  

文春文庫

  

アニメ化もされた『氷菓』を手がけた米澤

穂信さんが編集した、この本は日本の源氏

物語を海外の作家が手がけたものから始ま

ります。アメリカ・イギリス・フランス・中

国・フィンランド・ギリシアなど、たくさん

の国の不思議なお話が詰まっています。 

『瑠璃でもなく玻璃でもなく』     唯川 恵 著  集英社文庫 

 
 ２６歳で未婚の OL 美月は、年上の同僚の彼氏と付き合っている。し

かしその彼氏には妻がいる。いけないとわかっていても、美月は彼に

どんどん魅かれていく。思いを募らせながら日々を過ごすうち、やが

て彼の妻と出会うことになるが･･････。 

 最近何かと世間を騒がせる“不倫”を扱った作品。ただし語り口調

や会話が絶妙でドロドロ感はほぼ皆無です。作者が金沢出身なので、

ぜひ手に取って欲しいです。 



 
 
 
 
       
       

       
    
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一回 POP 講習会 

感 想 （事後アンケートより） 

・良い作品を創りたい。 

・楽しかった。 

・色合いなどの工夫が大切。 

・ＰＯＰの上達法がわかった 

・見本が見やすくて参考になった 

・『ビレバン』の店員の気分になれた。 

・本の内容を１枚に収めるのが楽しかった。 

・本の伝えたいことを掴んで書くことができた。 

・楽しいのに図書委員しか来ないのはもったいない 

4 月 21 日、図書委員を中心に POP 講習会が行われました。POP とは、本屋さんなどに

ある、その本が読みたくなるようなキャッチコピーがかいてあるものです。 

この講習会では POP のかき方を教えてもらいました。 

第一回ビブリオバトル開催 

6 月 16 日、大会議室を会場に、ビブリオバトルが開催されました。発表者は、参加者

に「読みたい!その本!!」という気持ちを持ってもらうため、あらかじめ工夫を凝らし

準備を進めていました。 

感 想 （事後アンケートより） 

・設定時間内にたくさんある伝えたいことを詰め込むの

は難しいことだと思うけど、みんなまとまりがあって

とても良かった。 

・自分が普段選ばないような作風の本も、先入観にとらわ

れず読んでみたいと思った。 

・みんなの発表が上手すぎて脱帽です。とてもおもしろか

った。 

・本の魅力をそれぞれ違った方法で伝えていてとても興

味がわいた。 

チャンプ本 

『薬指の標本          小川 洋子 著 
『また、同じ夢を見ていた』    住野 よる 著 
『死亡フラグが立ちました！』   七尾 与史 著 
『ＡＢ型 自分の説明書』   Jamais Jamais 著
『フリーター、家を買う』     有川  浩 著 
『甲子園が割れた日』       中村  計 著 

『また、同じ夢 

を見ていた』 

新入生課題読書感想文 
入学時の課題だった感想文から 2 作品紹介します。

このころの気持ちを憶えていますか。 

 
 僕は、この本を読んで良い勉強法はスポーツにも同じ

ことが言えるなと思いました。 

「得意」は「素質」の反映ではない。これは、生まれつき

記憶が得意な人が絶対的に頭が良くなる訳ではない、と

いうことです。サッカーをしている僕にとって、これは

生まれつき足の速いプレイヤーは必ずしも良いプレイヤ

ーになるとは限らないという意味に置き換えられます。

ですが、両者も生まれつきの素質に頼らず練習すればい

い結果が生まれるのです。 

 もうひとつ、筆者は、「能力=素質×勉強」と言っていま

す。これは、どちらかが０に近いと能力もそれに比例し

て低くなるという意味です。筆者は、こう主張している

けれど、私はそうは思いません。僕は「能力=勉強×（素

質＋勉強）」だと思います。筆者の主張だと、どれだけ勉

強しても素質が０だと無意味だということになります。

ですが、「能力＝勉強×（素質＋勉強）」だと、素質が０だ

としても勉強をしっかり積み重ねれば能力は上昇するこ

とになるし、さらに、素質がどれだけあっても勉強を怠

ると能力も低くなってしまうということでもあります。

僕は、勉強においてもスポーツにおいても、素質や元の

能力よりも重要なことは、練習だと思っています。素質 

出 場 本 の 面 々 

                      
その理由については考えたことはあっても、きちんと調 

べたことはありませんでした。なので、この本を読んで、

冷凍するときに食品の組織の中に氷ができて食品の組織

を破壊しないようにするために急速に冷凍していると知

ったときは、自分の中の疑問が一つ解けてすっきりしま

した。 

 私は今の世の中の便利さのバランスが大事だと思いま

す。これ以上世の中が便利になると、手作業でやる楽し

さや達成感が失われるからです。機械のボタンを押すだ

けというのはつまらないし、機械を使わずに一から全て

手作業でやっていくのは大変です。なにより世の中が便

利になればなるほど、エネルギー消費量が多くなり、地

球温暖化のような地球全体での環境問題が悪化するかも

しれないので、適度に機械にたよりながら作業を楽しめ

る今の世の中が一番いいのかなと思いました。 

 皆さんは便利についてここまで深く考えたことはあり

ますか。私はこの感想文を書くまでありませんでした。

この経験も含めて、この本では私の生活を見直す本当に

いい機会となりました。 

 
                      

私が「おはようからおやすみまでの科学」を読んだこ

とは、自分の生活を考え直す良い機会になりました。ま

た、この本を読んで、二つのことが印象に残りました。 

 一つ目は、パプアニューギニアからの留学生が「故郷

の父親は何をやっているか」という問いに対して、「何も

やっていない。」と答えたことです。では、彼らはどうし

て暮らしているかというと、木の実を採って、それを食

べて暮らしているそうです。そのことに対して、本当に

そうやって生きている人がいるんだなと思い、どんな生

活をしているか少し興味が湧きました。中学校の社会の

教科書や資料に少し書かれていたのですが、それだけで

は全然現実味がありませんでした。日本のほとんどの

人々は、お金と引き替えに食べ物を得ていて、私自身も

そうやって暮らしているので、直接自然の中から食べ物

を採るということはレジャー以外では想像もできません

でした。しかし、この本を読んで、現在の私たちの生活は

科学によって支えられていると感じました。 

 二つ目は身近な生活にある科学の例としてとりあげら

れた冷凍食品の、冷凍する技術です。私は冷凍食品が急

速に冷凍されてできているとは知っていました。しかし、

『おはようからおやすみまでの科学』－この本を初めて読んで－

がそれほどでなくても、取り組み方しだいで得意にでき

ると思うし、取り組み方しだいで得意にできると思う

し、僕はどんな時もうぬぼれずに練習していこうと思い

ました。 

 スポーツや勉強においての練習は何のためにするの

か。それは大事なところで既存知識を有効的に使うため

だと筆者は主張しています。僕は本当にその通りだと思

います。スポーツでは試合や公式戦、勉強では入学試験

やテスト、それぞれにそれまで自分がやってきた練習の

成果である既存知識を有効的に活用しなければ全く意

味がありません。だから、練習の時から試合などの本番

を意識して、やらなければならないと思いました。 

 良い勉強法はスポーツにも置き換えられ、素質に頼る

のではなく、練習の取り組み方を工夫することが大事だ

とわかりました。そして僕が今苦手なことも取り組み方

次第でどうにでもなる、という考え方に変わったので自

分の苦手なことでも自分から積極的に取り組もうと思

いました。 

 この本を読んで、自分の物事に取り組む姿勢を見直そ

うと思いました。取り組み方しだいで何でも得意にでき

るので日頃の行動をしっかりしていこうと思いました。

『あなたの勉強法はどこがいけないのか』


